
2025 年度 研究助成および国際会議（後期）参加助成採択者 

 

公益社団法人 日本コンクリート工学会 

 

 助成金制度規則に従って、助成金審査委員会において慎重に審議し、かつ総務財務委員会の議を経て、理事会にて研究助成および

国際会議（後期）参加助成採択者を以下のとおり決定いたしました。なお、応募件数は、研究助成が 14 件、国際会議（後期）参加助成が

3 件でした。 

 

１． 研究助成 

 （アルファベット順 敬称略） 

No. 氏名 所属および役職 課題名称 

1 

でぐち そら 

出口 青空      

Deguchi， Sora 

東京理科大学              

大学院創域理工学研究科      

社会基盤工学専攻 博士 1 年 

高調波電流解析によるコンクリート中鉄筋の腐食速度

の測定時間の高速化 

2 

くりはら りょう 

栗原 諒          

Kurihara， Ryo 

東京大学                   

大学院工学系研究科建築学専攻                      

助教 

廃セメント硬化体の煆焼による再活性化と硬化体物性

に関する実験的検討 

3 

なかせ こうた 

中瀬 皓太         

Nakase， Kouta 

北海道大学               

大学院工学院               

博士後期課程 2 年 

3DP コンクリートにおけるインライン表面計測による内

部構造推定 

4 

にしむら かずあき 

西村 和朗      

Nishimura， Kazuaki 

東京理科大学 

創域理工学部社会基盤工学科 

助教 

異なる海洋環境における低環境負荷型コンクリートの

塩害抵抗性の定量評価 

5 

すずき すぐる 

鈴木 卓         

Suzuki， Suguru 

高知工科大学 

システム工学群              

准教授 

ネジ節アンカーボルトと CES の技術融合により耐震性

の向上を図った CES 露出柱脚の開発 

6 

てらもと あつし 

寺本 篤史      

Teramoto， Atushi 

京都大学                  

大学院工学研究科建築学専攻    

准教授 

微生物バイオフィルム形成によるコンクリートの物質移

動抵抗性向上とその応用基盤の構築に関する研究 
 

7 

やなぎだ  りょうへい 

柳田  龍平        

Yanagida， Ryohei 

金沢大学 

理工研究域 地球社会基盤学系   

助教 

短繊維の配向とせん断補強鉄筋の配置位置が繊維補

強 RC はりのせん断耐荷機構に及ぼす影響の解明 

   （助成金合計額：7,000 千円） 

 

２． 国際会議（後期）参加助成 

                                                                    （アルファベット順 敬称略） 

No. 氏名 所属および役職 会議名称および時期 発表論文名称 

1 

まつたに かい 

松谷 凱生           

Matutani， Kai 

東京大学                                     

大学院工学系研究科                     

社会基盤専攻コンクリート研究室 

修士 2 年 

ICDCS 2025 (Eighth International 

Conference on Durability of 

Concrete Structures)                  

2025 年 10 月 15 日～17 日 

Evaluation of chloride ion migration under 

applied charge with integrated numerical 

platform 

2 

なかむら りょうのすけ 

中村 凌乃介     

Nakamura， Ryonosuke 

広島大学                                   

大学院先進理工系科学研究科              

社会基盤環境工学プログラム                  

博士課程前期 2 年 

Concrete Solutions 2025                     

2025 年 6 月 16 日～18 日 

Environmental Impact Assessment of 

Cement Considering Environmental 

Impact Allocation of Blast Furnace Slag 

in Japan 

3 

しばの かずま 

柴野 一真         

Shibano, Kazuma 

新潟大学                  

大学院自然科学研究科          

博士後期課程 2 年 

EURO-C 2026                                                   

2026 年 3 月 9 日～12 日   

Computational Thermal Analysis for 

Health Monitoring of Concrete Dam 

Structures using Shadow Modeling and 

Deep Learning 

    （助成金合計額：1,406 千円） 

 


